
 

 

 

 

 

 

         見えない人の支え 
                                  校長 渡邊 勝利 

朝晩の寒さが厳しくなってきました。本格的な冬の到来です。落ち葉が風に舞う姿や子どもたちの厚

手の服装、街中の煌びやかなイルミネーションを目にすると、今年の終わりを身近に感じます。２学期も残

りわずかです。子供たち一人ひとりが残りの日々を大切に過ごし、新たな年を前向きな気持ちで迎えてほ

しいと願っています。 

さて、１１月４日～７日にかけて文化祭が開催されました。多数の皆様に御来校いただきありがとうござ

いました。当日を迎えるまで、体調不良等により思うような練習ができないこともありましたが、子どもたち

の頑張りには感動するものがありました。特に、自分の好きなことや得意なことを活かした演奏や活動、お

客さんに対して一生懸命販売する姿は本当に立派でした。参観された皆様方からの温かな応援や声掛

けもあり、まさしく、スローガン「ニコニコ キラキラと 笑顔で楽しむ」が達成することができ、子どもたちの

成長を感じられた素晴らし文化祭になりました。この経験を通して、子どもたちが学んだことをこれからの

学校生活に活かせるよう、教育活動を推進してまいります。 

１１月５日には「令和７年度第２回学校運営協議会」が開催されました。今年度の話合い（熟議）のテ

ーマは、「他者との関わりを大切にする児童生徒の育成のため、学校・家庭・地域で連携してできる取組

について」です。本校では、他者との関わりに関する取り組みとして、三室小学校や三室中学校、ひまわり

特別支援学校、浦和南高校との交流及び共同学習や、月１回の児童生徒による地域への手紙配り（さ

くら草タイム）、公民館等での作品展示等を行っています。また、他者と関わる際の言葉遣いも大切にし

ています。「心を潤す４つの言葉（おはようございます・はい・ありがとうございます・ごめんなさい）」を設

定し、積極的に気持ちのよいあいさつや心を込めた言葉を交わすことに力を入れた教育活動を展開して

います。熟議では、「子どもたちと交流する機会をつくる」「あいさつをする」「学校だよりで委員を知って

もらう」等の意見が出ました。他者との関わりにおいては、相手を知り、思いを共有し、一緒に行動するこ

とが大切です。最初の一歩として、無理なくできることから始めていきたいと考えています。今後さらに検

討を重ね、年度末に具体的な取組を実行する予定です。 

感謝を表す言葉に「おかげさま」という言葉があります。「かげ」という言葉は、「表面に現れないもの」

という意味があります。自分ではよく見えないものが「かげ」です。目に見える人だけではなく、目に見えな

い（気付かない）様々な人の力によって、私たち一人ひとりは存在することができています。家族、友人、

児童、保護者、地域の方々…。多くの人々にお世話になっています。明確に覚えている人から、忘れてしま

った人、そして気付かなかったけれど支えてくれた人もいるはずです。本校を支えてくれている全ての人に

「おかげさま」と感謝の気持ちを伝えたいと思います。２学期も大変お世話になりました。良いお年をお迎

えください。 
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〇２月４日（水）のお手紙配りは、２月３日（火）に変更になりま

した。よろしくお願いいたします。


